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番組審議会 

第６６０回 

２０２２年５月１６日 

 

■ 審議会の構成    委員総数     １０名 

   委 員 長  音   好 宏 

           副委員長  中 江 有 里 

           委  員  江 澤 佐知子   尾 縣  貢 

                 萱 野 稔 人   喜田村 洋 一 

                 佐 藤 智 恵   長 嶋   有 

                 水無田 気 流  目加田 説 子 

                                                            

          ＴＢＳテレビ 佐々木 社 長 

                 渡 辺  常務取締役 

                 伊佐野 常務取締役 

                 岩 田 取締役 

                 瀬戸口 編成局長 

                 安 田 コンテンツ制作局長 

                 大 木 コンテンツ制作局 

バラエティ制作一部長 

                 田 崎 コンテンツ制作局プロデューサー 

                 中 田 編成考査局長 

                 村 田 編成考査局視聴者サービス部長 

                 天 野 番組審議会事務局長 

 

■議事概要 

   １．審議事項 

     （１）「世界くらべてみたらＳＰ」 

 ５月４日（水・祝）２０：００～２２：００放送分 

     （２）その他 
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   ３．事務局報告事項 

     （１）視聴者からの声について 

     （２）次回審議会の議題及び日程について 

 

【委員の主な意見】（「世界くらべてみたら」について） 

□祝日・ゴールデンの時間帯にＳＤＧｓを真正面から取り上げ、 

とても好感が持てた。テーマも教育や環境など、親子で楽しく学べる番組だった。 

 

□「フードロス料理」スタジオコーナーで、料理を作るのがなぜ女性だけなのか。

家事は男性にとって他人事のような印象を、テレビが与えてしまうのではないか。 

 

□電気でビリビリさせるギャグは、本当に必要だったのか。 

 

□多様性を重視しながら、世界と日本をくらべるという番組コンセプトと、 

ＳＤＧｓの理念には、非常に親和性があり、成功した番組だ。 

 

□ＳＤＧｓ以外のテーマとして、ウィーン国立音楽大学が出てきた。この大学は 

難民支援などＳＤＧｓの実践でも知られる。取り組みを少し紹介するだけで、 

ＳＤＧｓ番組全体の統一感が出せたのではないか。 

 

□この時期にウクライナ関連が入っていないのが気になった。 

ＳＤＧｓの視点から、伝えられることがあったのではないか。 

 

□ガーナのゴミ捨て場で活動する日本人に心を打たれた。 

継続して取材・紹介するのも放送局の責任だと思った。 

 

□ガーナの現状に関するガーナ人パネラーの切羽詰まった発言は、 

スタジオでしっかりフォローすべきだった。説明し過ぎると、 

バラエティとしては暗くなるのかもしれないが、緩急はあっても良い。 
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□面白くてためになる、可能性のある番組だ。 

問題を我が事として考える視点がもう少し入ると、もっと良くなるのではないか。 

 

□多様性を伝える、現地の独自取材にこだわるなど、 

番組のコンセプトには非常に賛同する。今後も改善を重ねて頂きたい。 

 

＊ ＴＢＳでは番組審議会委員のご意見を真摯に受け止め、今後の番組内容の

向上に活かしていく所存です。（ＴＢＳテレビ番組審議会事務局） 


